
観光・運輸事業者のための

気象データ利活用セミナー

お問い合わせ先： 札幌管区気象台地域防災推進課 情報利用推進官 常田（つねた）
TEL 011-611-6149（内線415）EMAIL sapporo-kikocho@met.kishou.go.jp

10:30～10:40 気象ビジネスの推進について
札幌管区気象台 地域防災推進課長 菅原 博

10:40～11:30 気象データの利活用
札幌管区気象台地域防災推進課 情報利用推進官 常田 陽子

●プログラム：

気象庁マスコットキャラクター
はれるん

札幌管区気象台

参加
無料

下記アドレスまたは右記の２次元コードより
事前のお申し込みをお願いします

※お申込の方には、5月17日（金）に 会議情報をお送りします

https://forms.office.com/r/m9DhwEvdqu

人々の生活や行動、産業活動などと気象データは密接な関係があります。

気象データで過去を紐解き、未来を予測することができれば、それをもとに利益を上げたり、コストを削減
させたりすることが可能となります。

セミナーでは、気象庁が発表するさまざまな気象情報を紹介し、気象データの取得方法や利活用事例など、
ビジネスでの気象データ利用についてご紹介します。

2024年5月20日 月 10:30～11:30
オンライン開催（ZoomまたはWebEx）

●主催：札幌管区気象台 （協力：北海道運輸局）
●対象：観光・運輸事業者、地方自治体の観光・交通関連部署の方
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